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これからの社会を築く若い力
ニセコ町成人式の開催

全国の農業高校、農業クラブに加

入する全生徒が参加し、全国大会へ

つながる校内実績発表大会が、12月

13日に町民センターで行われまし

た。

2・3年生は、農業工学班、自然環

境班、生活文化班、地域観光班（ヒ

ューマンビジネス班）の4つの研究

班に分かれ、日頃の学習や研究成果

を発表しました。

また、1年生は、「農業と環境」の

授業で行っているカボチャ栽培につ

いて発表をしました。

高校生の視点で地域資源を活用し

た研究活動には、ニセコ町の農業と

観光推進についてのヒントがたくさ

ん詰まっていました。

より迅速な救命措置を
救命救急士消防長査閲訓練

1年間のプロジェクト活動の集大成
ニセコ高校校内実績発表大会

パワーポイントを用いながら、分かりやすく発表する
ニセコ高校生

的確な措置をする救命救急士

ハイ！チーズ！祝賀会ではみんなで写真を撮り合っていました

久しぶりに会う友
だちとの会話も弾
みます

みんなでカンパーイ！

「似合ってますか」ゾンビ
風メイクに挑戦しました
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平成29年のニセコ町成人式が1月8日、町民センター

で行われ、40人のみなさんが参加しました。

式典では、新成人が一人ひとり紹介された後、片山町

長と高橋議長からこれからの時代を創り担っていく新成

人に、熱い激励の言葉が贈られました。

式典後の祝賀会では、中学校時代の同窓会の雰囲気で

中学生時代の先生と思い出話をしたり、写真を撮りあう

などして、久しぶりに会う友人との再会を楽しんでいま

した。また、中学時代の先生も交えて今の自分の目標や

近況を報告しあいました。

今年1月から運用が開始された救

命士の査閲訓練が消防ニセコ支署で

12月13日に行われました。

運用開始に伴い、救命士は器具気

道確保や静脈路確保、薬剤投与の3

つの救命措置が可能となり、心臓や

呼吸の動きが止まった傷病者に対し

蘇生率の向上が見込まれます。各救

命措置が必要と判断された場合は家

族や関係者に説明と同意を求め、同

意を得たうえで札幌医科大学付属病

院の医師に連絡し許可を得て救命措

置を行います。

これまでは、近隣救急隊の救急救

命士の到着を待っての措置でしたが、

ニセコ救急隊が実施することで、よ

り迅速な対応が可能となりました。
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羊蹄山ろく消防署ニセコ支署とニ

セコ消防団の新年出初式が1月7日に

行われました。

ニセコ支署前で行われた、今年の

小隊訓練は団員のきびきびした動き

が披露されるなど厳粛な雰囲気のな

か行われました。、

その後、町民センターに会場を移

し、長年にわたり防災・防火活動に

尽力されたみなさんを対象に表彰状

の授与式が行われました。

また、会場には狩太消防署時代の

出初式の写真やまといが展示され、

昔を懐かしむ人もいました。

みなさん、今年一年、火災の無い

年になるよう、火の元には、十分に

気をつけましょう。

火災から町を守る
心を新たに消防出初式

消防庁長官表彰を受けた若山忠彦さん（字本通）。
おめでとうございます
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こんなに大きく
できました！

どこをどうつなげたら通るかな？
相談しながら作ります

大人顔負けの作品ができました

まちづくりに貢献された人に感謝

の意を込めて、平成28年度のニセコ

町功労者表彰と感謝状の贈呈が1月6

日に町民センターで行われました。

表彰されたのは、長年、交通指導

協会長として、また、統計調査員と

してご尽力された松井武さん（字有

島）に功労者表彰を、交通指導委員

として、長年町民の交通事故防止、

安全確保にご尽力された郡司一夫さ

ん（字本通）、田中一男さん（字本通）、

末次健一さん（字元町）の3人に感

謝状が贈呈されました。

受賞された4人のみなさんおめで

とうございます。

バスに乗って出かけてみませんか
ニセコ周遊バス運行中

長年の功績をたたえて
平成29年度功労者表彰

功労者表彰を受けた田中さん（左）、松井さん（中央）、
郡司さん（右）

当日欠席の末次さんは後日の表彰となりました 国際交流員もニセコ駅でおもてなしをしています

昨年の12月20日から今年の2
月28日までの間、ニセコ周遊バス
が運行されています。
このバスは期間中1日3便運行

し、JRニセコ駅からホテルやスキ
ー場などを往復しています。町民
のみなさんも是非ご利用ください。

町のふるさとづくり基金に寄せら

れた寄付を活用し、幼児センターに

通う子どもたちが木に触れて遊べる

ようにと木製のブロックやオルゴー

ルなどの遊具を購入しました。

中でも、カプラと呼ばれる特性の

ブロックは、小さな板を積み上げる

だけで建物や乗り物、動物などを作

ることができ、子どもたちの創造力

や集中力、コミュニケーション能力

など、さまざまな力をはぐくむこと

ができるそうです。

この日、くま組の子どもたちは４

つのグループに分かれ、それぞれ何

を作るか話し合いました。すぐに作

り始めるグループもあれば、作るも

のが決まらず、作り始めるまでに時

間がかかったグループもありました

が、子どもたちからはみんなで協力

しながら、さまざまな作品を作りま

した。

子どもたちは「すごく楽しい。も

っと遊びたい」や「建物を作ったの

で、次は乗り物を作ってみたい！」

などの感想も聞かれ大好評でした。

ふるさとづくり基金を活用
幼児センターで木遊具購入
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